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岩手県福祉サービス第三者評価の結果 

１ 第三者評価機関 

名 称 
社会福祉法人 

岩手県社会福祉協議会 
認証番号 第２号 

所在地 盛岡市三本柳8－1－3 評価実施期間 平成22年10月18日～12月22日 

  

２ 事業者情報 

事業者名称（施設名）：大洋学園 種別：児童養護施設 

代表者氏名：理事長 木川田 典彌 

（管理者） 施設長  刈谷   忠 

開設年月日  昭和３０年３月３０日 

設置主体：社会福祉法人 大洋会 

経営主体：社会福祉法人 大洋会 

定員（利用人員） 

 ５６名（５６名） 

所在地：大船渡市立根町字下欠１２５－１５ 

TEL ０１９２－２６－２７１４ 

FAX ０１９２－２６－２７７１ 

 

３ 総評 

◇ 特に評価の高い点 

○高い支援を目指す職員の姿勢 

 担当職員が可能な限り子どもたちの学習や生活指導に個別に関わることができるよう、子どもへ接する

時間を大切にされていることなど、「これで子どもたちへの支援が十分」と現状に満足することのない、

飽くなき支援のクオリティの追求に全職員が強い熱意を持って取り組んでいることは評価できます。 

 

◇ 改善が求められる点 

○サービスの標準的な実施方法の確立 

 個々のサービスについて、標準的な実施方法を養護要領に文書化していますが、要領に関する組織内の

研修や職員個々に対する個別の指導等が十分に行われていません。また、要領に基づく支援が適切に実施

されているかどうかを検証する仕組みが不十分です。２ヵ年にわたり「不適切な関わり事例」の検証に取

り組んでいますので、その成果が標準的な実施方法に反映されるよう完成が待ち望まれます。 

 

  

４ 第三者評価結果に対する事業者のコメント 

 平成２２年度において、本体施設の一部ユニット化改修が終わり、園内外７ホームのうち５ホームが

ユニットでの生活に移行して比較的安定した生活を送っていますが、平成２３年度は、当法人福祉活動

計画の児童福祉施設近未来計画にある小規模グループケア全面移行の最終年度を迎えます。 

 家庭的な生活環境の中で愛着関係を重視した支援や心理的ケアの向上を図りながら、子ども達が安

全・安心を感じ自他の権利を擁護、尊重し合い成長していくための養育に係る最終到達点はなく、常に

十分という言葉は当てはまらないと我々は考えています。 
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 そのためには、現状にとどまることなく、子ども達の最善の利益追求に向けた支援を継続、発展され

ていく必要があり、福祉サービス第三者評価の受審は新たな刺激と気付きを与えていだたく機会になっ

ています。 

 評価結果の中には未達成や未実施事項、課題も含まれていますので、今回の内容等を全職員で検討

し、必要な改善や強化等の取組みを児童福祉法改正に向けた動向と照らし合わせながら、今後も進めて

行きたいと考えています。 

 

 

５ 各評価項目にかかる第三者評価結果 

 （別紙） 

 

 


